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こ
の
ニ
遨
を
同
時
に
こ
、
に
紹
介
す
る
の
は
、
社
會
調
赉
に
'
關
聯
し
て
'
筆
潸
が
讀
ん
だ
も
の
の
ぅ
ち
比
較
的
に
.新
刊
の
も
の
と
し
て 

選
ん
だ
だ
け
で
、'
他
に
特
別
の
理S

が
あ
る
'

$

で
は
な
い
？

、 

"

丨
’
，
/

:

•

戶
田
貞
三
著「

社

墓

赉

」

四
六
判
四
四
三
|

和
八
年
十
ニ
月
時
潮
社
發
行
：

こ
れ
は
筆
# .

の
知
る
限
り
に
於
い
て
、'.
本
邦
に
於
け
1

斯
か
る
據
類
0

奢
書
の
最
初
の
% '
0

:

で
あ
る
0

#

客
は
多
苹
日
本
の
家
族
に 

關
す
る
社
# .

學
的
調
沲
に
從
康
し
、
M'
つ
又
束
就
帝
大
に
社
會
調
丧
の
_

義
を
檐
當
し
て
、
疑
ひ
も
な
く

社
會
調
畓
の
實
際
と
理
論
の 

兩
方
瓯
に
通
騰
す
る
本
邦
最
高
權
威
客
の
ー
人
で
あ
る
。
冬
こ
の
«

珉
つ
て
斯
カ
面
^

初
の
著
作
が
發
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
社
#
調 

奔
に
關
心
を
有
す
る
も
の
の
：.
ー
入
と
し
て
ま
こ
.

と
.
に
喜
び
忙
堪
ぇ
な
：い
0

:

著
若
に
徉
へ
.

ぱ
、1
此
書
に
於
て
：は
現
實 

る
爲
に
は
如
何
か
る
方
法
が
あ
り
得
る
が
、
又
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
：應
じ
て
如
何
な
る
調
茶
方
法
が
最
も
有
效
で：

あ
る
が
、
尙
又
そ
れ 

ぞ
れ
の
_

拖
方
法
は
そ
の
適
.
用
範
間
に
如
何
な
る
限
界
を
持
つ
か
、
ニ
觉
の
#

赉
方
法
に
上
_

つ
て
]1
£

確
| €

捕
べ
得
る
琪
實
ば
如
何
な
.る 

も
の
で
あ
る
か
、.
そ
0

方
法
に
て
：止
確
に
捕
へ
難
き
窜
蹵
を
補
へ
る
爲
め
に
は
如
何
、な
る
補
助
手
段
が
用
.
ゐ
ら
る
べ
き
：で
あ
る
か
等
を 

戸
田
貞
ー11著

「

社
#

調
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及
び
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戶
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§

1

著
1

社
會
調
蜜
し
及
び
土
ル
ゥ
ッ
广
著「

社
#

學
方
法
論
し
批
.

判
ー
的
硏
ー

_

:

'.
,

1

Q

°;(
f

四
：

i

八)
述
べ
る
こ
ど
'
£

霖
を
歡
い
#

」
(

»

文
ー
'«
:

)

0

で
あ
づ
ぞ
'

備
及
次
聲
现
-

就
狒̂

で
の
蟓
針
或
は
敁
1?
'

*

0-
_

明
-

充
て
が
^

て
.

居
?>
'

9

他
办
&

丸
0:
:

齊
^

ぅ
ち
ー
1

§

頁
程
ば
、'
.

社
會
_

丧
労
法
.

の
' 

# :

親
を
行
4

4:
,

に叉間題め性質に從令て鲺

&

私
る
調
森
龙
法
钇
^

嚴
上
に
於
け
务「

微
撒
i

し
ザ
の
社
會
學
的
考
察
で
：： 

•

あ

令

結
^

^

^

ハ0:
見
程
が
”

社
# ;

調
茶
.

の
‘

本
賢
^

關
ず
る
座
_

的
考
究
'

ぞ
^

發
股
の
|«
1

略
な
る
歷
^

 

於
け
右
ぞ
0

地
慠
の
闞
明
に
彆
さ
作
て
©

る
0

'

ぎ
^

ど
^'

右
紀
1

^

1>
.

着

文

^「

敵
ぞ 

扱
ひ
方
で
灸
乞
.

次
.

忙
そ
の
主
婆
部
分
0

概
耍
を
紹
介
し
ょ
ラ
デ
;:
\

っ
;

. 

:
'
,
ノ 

V

:

I

づ
社
會
_
丧
と
乾
で
 
'

あ
る
が
。
最
初
：ご
，_

_

抓
風
队
ぢ
れ
始
：奴
た
時
.̂

能
#

調

奪

と

稱

さ

，れ

た

も

0

ゆ
、：

社
#
事
業
义
は
啤 

會
政
策
に
關
心
钇
持
づ
人
々
が
、
考
々
べ
の
仕
事
だ
尤
お
有
效
に
行
ふ
狀
爲
办
に
行
つ
た
調
赉
で
あ
つ
た
ヴ
そ
の
後「

こ
の(

社
#
調
茶
な 

る)

言
葉
が
次
第
に
世
に
搬
ま
る
に
つ
れ
て
ヽ
滿
會
事
齡
家
等
が
こ
れ
に
賦
與
し
た
意
味
ょ
り
は
な
ほ
一
暦
廣
い
意
味
.が
こ
れ
に
附
け 

加
へ
ら
れ
る
や
ぅ
ビ
が
ウ
た
？
最
敗
.ぬ
な
々
て
社
#:
-
調
丧
は
社
會
改
良
#

||
;

等
1€

直
接
役
立
つ
とs

 

.ふ
だi

ょ
~り
ば
、
M

.に
科
學
的
に 

行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
す
る
’
人
々
が
現
は
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
社
會
改
I

M
の
爲
め
の
资
料
獲
得
：と
一K

ふ
功
利
的
の
要
求
を 

暫
く
第1

1

の
も
の
と
し
、■

實
上
人
々
の
社
#

坐

活

が
.̂

何
に
駔
み
立
て
ら
れ
て
居
る
か
を
职
確
に
尋
ね
出
す
方
法
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

そ
れ
が
眞
の
社
會
調
拖
で
あ
る
と
唱
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
言
葉
は
二
つ
の
意
味
を
持
つ
て
ゐ
る
と
い
.は
な
く
て
は
な
，ら
ぬ
。」 

(

ニ
丄
ニ
頁)

即
ち
社
會
調
奔
は
、
當
初
社
#

改
良
の
動
機
に
出
づ
る
も
の
が
行
は
れ
、
後
に
は
科
學
的
探
究
の
動
機
に
出
づ
る
も
の
が 

行
は
れ
る
や
ぅ
杧#

つ
一
た
と
_

時
に
、
調
齋
0

璐
圆
も
嫩
求
さ
れ
1

來
於
0
.
:胁
く
し
て
今
は
：廣
狹
1

一
義
の
社
會
調
喪
を
認
め
る
こ
と
が 

出
來
る
。「

.廣
義
の
社
會
調
丧
は
社
會
を
形
造
.つ
て
為
る
人
々
.
の
.
坐
活
麻
件
の
調
嘹
で
あ
る
。
；
：

人
々
の
社
#
生
活
を
三
つ
の
方
面 

か
も
■

夜
せ
ん
^

す
る
:̂

の
で
必
必
0 

•

〗

つ
_
r
は
#

々
の
fl
t
l::會
生
活
上
に
何
を
寄
與
ず
る
か
と
衰
ふ
點
か
ら
人
々
の
绝
活
行
勁
を
觀
啓

'
し

一」

つ
に
は
0

會
生
活
か
ら
何
を
.受
け
取
る
'か
と
いふ

.：

點
か
.ら
.人
.々
.の
生
活
#
 

如

.き

生

活

條

件 

:
を

守

ら

ざ'ろ
を
ぇ
：な/い
.や

ぅ

に

な0
.た
'の
'
ば

如

何

な

る

辦

情
.に
_

ぐ
.

^

I

狹
義
の
.

社
|

丧
は
前
に
述
べ
汝
如
く
ノ
歷
史
的
に
.

は
肢
初
に
：社
會
調
淹
と
：し
.
.て̂

.活
上
：の
：保
證
の
泛
し
：い
た
め
：に
や
、
も
ず
作
ば
：裒
の
猶
向
が
ら
_
哼

&
會
生
活
'に
何
等
が
：の
.不

の

調

嵛

で

あ

る

。

.

こ
0
.
;意

味

，
の

社

會
_

拖

：は
坐
：活

條

仲
(0
:

調

截

占

い

ふ̂>
:

そ
れ
は
-主
.と

り

で

享

受^

活
め
侧
だ
け
に
つ
い
て
入
を
0

生 

括
^

容

を

觀

ん

：と

す

る

：も

^
'
で

あ

る0
し(

：11
:下

叫
'碁

結
：
§

 
:

§

*

業

乃

至|1
:

會

政

策

關

係

：の

疆
.が

狹

義.の

もの
：：

で
あ
'り

、

そ

れ

以.
 

.
外

，の
も
の.，̂
位

含

せb

め

セ

人

間

のIt
會

坐

活

の

調

资.—般

が

廣

義

の

社
#

調

澈
^

る

々

命

し

て

後

密

の
^

耍

な

を

具

體

时

胳

態
と 

.

.レ

て

は

、
'
臌

攀

及

：
&

坐
.訃
.̂

調

淹

を

礙

げ

る

こ
€

 

 ̂

:

.

菩

"々一
は
、
.コ

ン

卜

以

來9
社
#

學

發

展(0
あ
，：と|:
-

爵

1>

フ
^

會

改
.皮

：の

觀

念

石

の

關

聯

：

&

け
.る
そ
の
餚
向
を
迎
づ
て
み
れ
ぼ
、 

社
#

餅
は
殻
勒
1|
#.

攻
皮
の
觀
念
か
ら
生
じ
：て
來
た
'が
、
後
に
.：サ
ム
ナ
t
 

•デ
ラ
ル
ケ
ム
、•
ジ； 4

メ

■

ぞ
の
、他
に
依
:̂

て
こ
^

觀
念
と
絕
. 

緣
さ
れ
、'
製
踐
的
色
彩
を
失
つ
た
こ
.と
を
知
气
‘

ゃ
社
#;

學
は
，「

_

«

の
社
.會

翁

活

ど

.比

緣

ゆ

奐

冷

久
.に
そ
の
生
命
^ -

失
.ふ
.

」
(

.7

.
:0

頁)

危
險
が
あ
る
0

斯
か
る
こ
と
.の
.な
い
や
ぅ
、
■
換
言
す
れ
ば「

社
#

華
を
吾
々
の
.社
#

生
.活
に
と
つ
て 

も

つ
と
薄
な
.潑
测
た
る
學
問
に
す
る
に
は
：
ン
人
々
'
の

現

實

虫

活

：そ

の

も

の

'を

觀

察

ね

對

：

«

_

电

る

必

縣

が

あ
^
^
^

寅)

斯
ぅ
^

た
見
地
か
ら
社
會
學
の
復
沽
を
.は
.か
る
遝
_

が
最
近
世
探
的
.に
自
立
0

:ゃ
ぅ
;̂

な
つ
^

.0

.
例

へ

ば

ド

.
ィ
:̂

の
.文

化

社
.#

學
. 

ア
メ
リ
.
力
の
都
市
社
會
擧
•

フ
.ラ
，ン
.
ス
の
新
社
#

學
虫
義
：_
そ
の
傾
向
を
代
表
す
る
も
の
' 
で
あ
る
：9「

吾
々
の」

從
琪
す
る
社
#
調
森
も
亦 

社
#

學
に
對
し
.
て̂

^

の
如
き
：意§1
(0

卞
：̂
發
壊
0
:織
に
.つ
；か

ぅ.と
/
し
で
.
ゐ
-る
5

か
ぐ
し
セ
社
會
學
ば
砰
び
人
類
社
會 

お
^

て

占

办

る

精

神

的

、
：：
自

的

魄

悪

素

め

役

割

を

認

：め
て
：、
：人

間

0:

精
純
ど
集
團
9

^

^

.

:
1
0
;
1
:
'
C
5
:
1
.

九
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會
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ぐ
ば
».

會
行
1|
)

'

を
琪
實
に
郞
1>

で
«

察
し
>

攻
究
し
^

ぅ
と
す
を
«

間
歷
择
％
つ'
;̂

ざ
岑
^

の
11
:

象

比

、''
':

デ
ジ
^

^

.

ス：
^

へ
.：ば̂

じ
ふ
驗
社
會
樂
に
讀
當
す
る
ヴ
即
ち
經
馨
社
會
學
ど
も
黎
調
拖
^

菽
礎
と
し
で
成
立
つ
も
の
で
^

 

調
沲
は「

鐘
眦
會
學
と
同
糠
:̂

た
ぐ
社
會
的
取
&:

の
^'
5:
,

:

敗
扱
ふ
，」

致
ひ
換
へ
れ
ば「

人
類
の
集
團
俎
活
に
お
け
る
社
會
的
方
而
を
そ
.

8

き
や
か
|

&

か
ら
：分
離」

.

(
.7
,
;
.
-其
頁

)

し
て
舣
扼
ふ
も
.

の
で
あ
つ
て
、
從
つ
亡
經
濟
學
的
調
卷
政
治
鹖
的
調
.资
等
と
區
別
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い 
o 

:
- 

. 

A 

- 

V 

:

-

.,
:
: 

• 

- 

'.'
:

'
,'

以
上
が
第
二
章「

社
會
調
奄
の
窻
義」
犮
叹
锻
ニ
萆「

社
#

學
と
社
#

調
赉」

灌
一
飯「

社
#:
'

擧
體
系
に
^

け
あ
社
會
調
趣
の
地
位」

の
. 

生
嬰
部
分
の
極
め
：で
：g
m

な
要
約
で
あ
る
が
、
.

こ
の
敷
約
の
翁
後
'

の
部
分
に
當
る
と
こ
ろ
.

で
著
者
：が
社
會
調
嵛
と
呼
ん
で
居
る
の
.は
社 

#

珙
的
調
避
の
こ
と
で
あ
：るC

:

社
#

諷
奔
一
叙

(

社
#

歡
的
調
袍
及
び
然
ら
ざ
る
も
0

を
會
め
セ)

が
、
右
に
述
-<

た
中
ぅ
な
地
位
'を
社 

象
體
系
屮
に
占
め
'

る
喾
ば
fe
'

^

。.
#

者

も「

，吾
#

ぼ
^

^

學
的
.

な
.

社
會
調
査
を
他
の
す
べ
て
の
非
社
#

學
的
な
調
茶
も
し
く
は
社
#

 

敬
«;

に
見
て
素
朴
だ
調
嵛
か
ら
區
別
し
ぅ
?>
'

の̂

あ
も」
0.

卸
五
實)

^

哀
0

て

居

る

。
'
へ

管

如
何
と
去
ふ
に
ィ
お
る
茁
象
を
茁
確
に
調
嵛
す
る
場
合
に
は
そ
^

事
象
が
—
般
的
社
會
坐
活
權
造
も
し
く
ば
ぞ
の
變
遷
過
程
の
何
れ
の 

部
分
に
腸
ず
る
か
を
豫
め
見
當
を
付
け
、.
.問
題
の
.
性
質
に
.
最
も
適
當
せ
る
調
夜
方
法
を
採
用
し
な
.
け
れ
ば
な
ら
.■
ぬ
。
ぞ
こ
で
調
^
員
た 

る̂
'

の
：は
凡
そ
人
類
の
社
會
坐
.
沾
が
い
か
な
を
も
の
で
取
る
.
か
、「

そ
'
の_

造
‘
は
如
何
'

% -
0

過
程
は
如
何
等
に
つ
^
て
操
め
相
常
の
知 

識
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
社
#

學
は
人
間
生
活
の
：こ
の
や
ぅ
.な
方
面
.
を
硏
究
ず
名
學
問
で
.
あ
.
る
.

^

て
社
會
調
夜
に
. 

は
社
會
樂
の
知
識
が
必
須
で
あ
る
。
斯
く
七
て
著
者
は
自
.
身
明
言
し
て
居
る
わ
け
で
は
& '

い
が
、
社
會
調
杳

1

般
を
以
つ
て
、
そ
の
方 

法
め
上
：に
於
い
て
，社
會
學

.に
基
く
も
の
た
る
べ
き
.
で
ぁ
り
同
時
，に
又
社
會
學
體
.
系
屮
.に
：前
述
の
如
き
地
位
を
占
：め
る
も
た
る
べ
き
で
あ
'

る'
と
考
へ
乍
ら
も
、
然
し
現
實
に
は
然
ら
ざ
る
も
の
も
亦1

般
に
社
會
調
莶
と
構
さ
れ
て
居
る
の
を
容
認
す
る
、
と
云
ふ
立
場
を
と
つ 

て
居
る
と
忖
度
し
得
る
。
斯
く
考
へ
て
來
■
る
と
、
社
會
_

茶
と
は
何
ぞ
'
や
の
間
'
に
對
す
る
著
者
の
囘
答
も
、

ー
胯
明
確
に
な
り
は
せ
ぬ 

か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
本
紹
介
の
筆
#

は
、
社
會
調
木
4

を
以
つ
て
社
會
科
學
及
び
社
會
技
術
に
資
料
を
貢
献
す
'る
目
的
で
行
は
れ
る
社 

會
現
象
の
調
茶
と
解
し
、」

そ
の
硏
究
は一

つ
の
技
術
學
で
あ
り
、
太
法
と
じ
て
は
主
と
し
て
»

#

學
に
據
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
へ： 

て
居
る
が
、
恐
ら
く
本
書
著
若
も
と
の
點
で
は
.
同
樣
2

思
見
を
抱
い
て
居
.
，る
の
で
あ
ら
ぅ
と
思
ふ
。

.

;

次
に
第
一
一
章
第
一
一
節「

社
會
集
團
の
構
造」

及
び
第H

i

節「

社
會
調
丧
の
分
類」

に
於
s

'

て
.

、
社
#

集
團
の
自
然
集
團
的
方
面
と
文
化
集
：
 

團
的
ガ
面
と
を
分
つ
て
夫
々
.に
說
明
を
與
へ
.

る
一
方
、
_

を
方
法
を
2

)

全
體
pj
#

;

.3
c

-

は̂

計
的
調
茶
法(

B

o*

部
分
調
森
又
は
選
擇
調 

木|1
.

法(

£

個
別
調
齊
又
は
事
例
硏
究
法
.

の
三
稱
に
大
別
し
、
自
然
集
團
的
方
面
の
調
衰
に
は
客
觀
的
調
查
法
.

た
：る
八
が
適
當
.

で
あ
り
、 

文
化
集
團
的
方
商
の
調
嵛
に
は
集
約
的
或
ば
主
觀
的
調
莶
友
法
た
る
B

或
は
C

が
f

有
效
.

で
あ
：る
所
以
を
明
か
に
す
る
。：

第
三
音
十
以
下
の
五
章
は
、
前
記
三
種
の
調
资
方
法
•

そ
れ
に
補
助
的
手
段
と
し
て
の
サ
ー
ス
ト
ン
法
及
び
ア
ン
ヶ
ー
ト
法
•
社
會
調
莶 

i

 

'般
に
，必
，要
な
準
備
階
程
及
び
調
淼
結
艰
0

整
理
階
程
•
•

に
就
い
そ
：_の
懇
切
明
解
な
說
明
で
あ
る
.0
'
"

殊
把
.

こ
れ
等
各
章
に
於
，

S
、

て
は
、
例 

へ
ば
全
體
調
嵛
に
對
し
て
は
國
勢
調
赉*

部
分
調
赍
と
し
て
は
內
閣
統
計
局
の
家
計
調
赍
•個
別
調
森
と
し
て
は
協
調
會
の
農
村
實
地
調 

资
.

そ
の
他
，
を
以
つ
て
し
た
如
く
、「

一.
.々

實
.

例
^

據
つ
そ
：そ
：の.
性
質
.

手
續
等
を
^

細
に
.

說
明
じ
'

て
房
.

る
か
ら
、
：讀
奢
め
理
解
と
.

印
象
'<
?

:
 

を
深
.

め
：て
房
る
こ
と
多
大
で
あ
る
と
同
時
に
、
求
邦
及
び
諸
外
國
に
於
い
.

て
從
來
行
は
れ
た
主
要
な
る
.

社
會
調
奔
に
就
い
.て
も
相
當
の
の 

知
識
'

を
與
.

へ「

て
.

居
る
？ 
.
..
.

■,
?

.
 

二
'
：
“

' 

{:'、
：,
: 

;

こ
れ
を
要
す
る
に
、.
本
書
は
.

理
論
ょ
り
も
む
1>

ろ
實
晴
に
重
き
.

を
置
<;

態
度
.

に
*

著
さ
れ
、
全
體
と
し
て
均
衡
の
と
れ
た
好
著
で
あ
：. 

つ
て
、
.

本
邦
に
於
け
：る
社
會
調
森
&

硏
究
：に
多
犬
の
質
献
を
な
1>

得
る
^

の
：で
办
る
と
宏
ふ
に
；躊
躇
1>
な
い
々

月
：田
貞
H

i「

社
#
調
渣
し
及
.

び
：エ
ル
ゥ
ッ
ド
著「

社
會
摩
方
法
：論
！
批
判
的
研
究
,-
.

c
s
u
l
)



'

戶
田
貞
三
著
っ
社
脅
調
耷
し
及
び
エ
少
ゥ
ッ
ド
著「

社
會
學
方
_

法
論
丨
批
判
'

的
硏
究」

 

；
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S
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I

)

. 

袞
ヘ
试
.-
%
:

殊
に
吾
國
に
於
い
允
從
來
朱
踏
の
汸
面
杧
洳
何
程
の
.

調
課
可
能
性
が
：存
.

在
す
名
か
を
出
來
る
だ
け
具
體
的
に
示
し
、
'且
又
讀 

者
の
こ
CD
^

の
硏
究
忆
對
す
名
_

引
と
し
て
內
外
文
献
及
び
虫
.

要
な
：^

社
會
調
丧
の
自
錄
怒
附
t

た
な
ら
ノ
: &
..

の
書
の
.

價
値
»
い
や
が 

出
：に
も
大
な
る
^

の̂

な
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。
社
會
調
奔
に
關
す
る
..

ょ
り
理
論
的
な
，硏
究
例
へ
ば
社
會
調
齑
の
本
質
の

r

層
明
確
な
規 

定
•社
會
學
の
：方
法
と
し
.

：て

の

そ

；の
：意

義

ビ

就

い

て

^

1

(

»
:

の
：究

明

画

茶

方

法

の

.分

類

法

:%
,

れ
_

嘗
.の
.性
質
上
'>

恐
ら
く
こ
れ
七
は
.別

の

、
揚

所

に

於

^

て

行

行

れ̂

と
.と
^

(#

じ

、
汰

な

：：る

期

待

を

以

^

て

待

ち

ま̂
.
け

る

：次

第

、で
，あ

.る
0

.

'
.

'.
.;
.

へ.
.''
, 

- .

.

.

.

'
■

,

.
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'
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-
、
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^
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^
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1

:

:

'

.:

,

ゾ
ぐ；
■'

.
こ
“
の
書
は
主
と
し
.，て
.、
近
年
米
國
社
會
學
者
の
.
'
1部

，に

擡

頭

し

、で

來

た

所

謂

，

「

_

然
科
學
と
し
そ
：の
.社
會
學」

の
主
張
に
對
す
る
批
判 

“
と
じ
て
著
さ
扣
た
ぢ
の
で
あ
ふ
；。：
本
紹
介
の
筆
者
：̂
:

て
本
誌
3

に
：藝

調

丧

の
.：硏
究
.と
關
聯
し
:̂

、
：：こ
(0

傾
向
ヒ
0

き
浦
單
£

^

:
 

:

し
た
：
こ

と

が

あ
.る
が(

昭

和
.八

年

八

月

號

「

社

會

調

奔

に

關

す

る

若

：干

.の
，
基

本

的

：考

察

」

策
^

科

學

と

し

；
て
：の
社

#:

學
し
と
い
ふ
(0

は
、社
會
第
象
の
硏
究
：に
自
然
科
學
：

法
：が
適
用
さ
.
.る
.Y

:

き
で
あ
る
：と
ず
：る
®

.

を

以

：

つ
：：

て

社

會 

寒
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
單
に
自
然
科
學
的
方
法
を
'̂

併
用
せ
一.
ょ
と
：云
：ふ
の
で
.

は
な
.

ぐ
、
，社
會
學
を
も
方
法
.

の
點
に
於
v>
て
は
自
然
科 

學
と
向

1
:

視
せ
ょ
と
主
張
す
る
の
で
：あ
る
。
斯
か
へ
る
：主
張
：は
3
 

.献

會

坐

活

の

硏

究

に

極

度

ま

：で

主

觀

：を

棑

斥

.

す
る
態
度
.

で
：あ
り
、
社
會 

生
活
.

の
眞
0

證

を

あ
.

る

，が

儘

に

現
.

さ
ぅ
，と

す

る

紙

：求

-

に_

^

て

居
.

る
：：こ
：
と

は

者

^

_
:察
臺
驗
*

測
定
を
州
ふ
る
の(

で
あ
る
.

か
ら
、

從

つ

：て
を
の
立
；場

の

社

會

”
茧
る
。
故
に
社
#-

調
赉
を
.
1
個
の
：抜
術
と
1>

て
，硏
究
ず
る
者
に
と
0

セ
®

、

斯

が

る

主

張

か

ら

出

發

し

：た

社

#

調

奔

の

行

.は

れ

る

こ

と

は
、
い
づ
れ
に
し
て
も
大
な
る
利
益
を
餅
す
.

可
能
性
が
あ
ら
ぅ
タ
と
云
'

ふ
'0

は
->

こ
©

主
張
が
承
認
さ
：れ
.

る
と
否
と
に
拘
&

ず
"
.
こ
れ 

等
0

人
々
が
社
會
調
奔
0

技
術
へ
の
：迆
步
に
貢
献
す
を
所
は
火
き
：い
で
あ
ら
ぅ
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
0

斯
く
し
て
こ
：の

「

自
§

學 

と
し
て
.

の
社
會
德」

の
傾
向
を
吟
味
す
名
ご
と
：ば
>

:

單
に
_

會
學
0

:

方
法
論
.

と
し
.

て
も
窠
要
な
_

題
で
あ
'

る
こ
.

と
.は

勿

論 

夜
の
關
聯
に
於
い
て
.

も
、‘
社
會
學
體
系
に
於
け
る
社
會
調
赍
の
地
位
に
關
し
，
又
社
#
調
奪
の
技
術
の
進
：衆
に
關
し
て
、
重
要
な
意
義 

を
有
す
る
.

と
云
は
ね
ば
.

な
ら
ぬ
；o
.

e

\

に
紹
介
す
る
工
ル
ゥ
ッ
ド
.
§

著
書
は
、
..

全
_

^;

半
を
擧
げ
て
斯
か
る
傾
向
に
■
す
る
批
判
を
試 

み
て
居
る
。：.匆
論
蒂
著
も
"

觀
察
*

實
驗
•
测
宛
等
の
自
然
科
學
的
方
法
を
社
#

料
#

に
も
用
.

ふ
：る
こ
と
を
希
望
ず
る
。
社
會
科
學
に

斯 

か
.

る
方
法
を
用
び
得
る
場
合
が
あ
れ
ば
、-
そ
れ
は
吾
タ
の
知
識
を
1

'

層
精
密
な
ら
じ
め
.

る
默
で
有
用
で
あ
る
か
、ら
巧
必
ず
そ
れ
を
用
ふ 

る
こ
と
が
望
ま
し
.

い
と
本
書
の
所
4

に
繰
返
し
.

て
居
る
。
；(

例
へば

：，

一.
衣
、
'

八
：五
”

九
：九

の

談

裒

)

然

し

乍

ら

著

者

か

ら

見

れ

ば

、
'
斯

が 

る
場
合
は
社
#

科
學
の
對
象
の
：1
;

部
分
に
限
ら
れ
、
他
の
場
合
に
於
い
て
.

は
こ
_

れ
等
：の
；方
，法
を
用
ふ
る
こ
と
が
適
切(

で
は
な
い
の
で
あ 

る
。
結
局
社
#

S

を
含
む

1

切
の
社
會
科
學
は
V

自
然
科
學
と
共
通
.の
方
法
を
も
用
ひ
得
る
け
れ
ど
、

.

そ
の
他
^

g
#

科
學
獨
自
の
方 

法
を
も
持
た
な
け
れ
ば
1

ら
な
い
？
'從
つ
て
方
法
の
上
加
^

「

自
然
科
學
と
し
て
の
：社
會
學」

を
考
へ
る
こ
と
は
誤g

で
あ
：る
と
結
論
す 

る
.

。.
次
に
-

#

.

の
：主
張
を
要
約
し
て
見
る
。

'

:

v

ぃ
抑
自
然
科
學
め
硏
究
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
主
要
な
方
法
は
觀
察
^

實
驗
^

测
定
セ
多
る
デ
從
つ
て
自
然
科
學
办
對
象
は
、
觀
察
し
得
.る 

も
の
•

實
驗
し
得
る
も
の
*

测

宠

し

得

る

も

へ

の

，
で
：
あ

4

笹
で
：あ
名
o
 

:外
的
1|
|

:
#.
|?
:

^

じ
.

て
：
、#.々
：の
；感
#

を
通
^

て
知
り
得
る
こ
と
が
出 

來
、
心
的
過
程
或
ば
因
素
に
訴
へ
ず
1>

て
敍
述
し
得
る
，も
の
で
あ
を
。
|1
:

-

會
科
學
の
對
^

を
も
^

れ
と
同
様
に
»'
^

し
、
前
記
の
自
然 

科
學
的
方
法
を
逾
用
せ
ん
と
す
る
賴
度
か
'

ら
生
れ
た
め
：が
膝
謂「

自
然
科
學
と
し
て
の
：社
會
學
^:

あ
る
0

'
而
じ
て
同
時
に
そ
れ
ば
極
端 

な
客
觀
主
義
を
绀
み
、
極
端
な
行
励
主
義
：に
走
ら
し
め
る
。
然
し
乍
^;

社
會
科
學
0.

對
象
は
：>
.

自
然
科
鹖
の
對
象
と
そ
0

#
質
を
大
い 

戶
川
貞
一
ニ
芩
社
會
調
資」

及
び
エ
ル
ゥ
ッ
，ド
著「

社
脅
學
方
法
'

論—

批
：判
的
.硏
究
し

 

一

〇

五

(
1

四
ニ
コ

o



戶
.

&

貞
三
著「

.

独
會
調
蜜」

及
び
土
ル
ゥ
ッ
ド
著「

社
會
學
方
法
龜—

批(

判
的
硏
究
.
, 

1

.

0六

c

l

l'
i

l

ニ
四)

 

に

興

に

し

：て

籍

る

。

11
:

#

科
學
の
對
象
は
政
治
に
し
ろ
經
濟
に
し
ろ
宗
敎
：に
じ
ろ
敎
育
|€
:

:

し
.

ろ
文
.

化
.

に
し
ろ
、或
：は
又
社
會
の
起
¥

權 

造
i

:

肆
IZ
-

し
ろ
，
ず
べ
て
ぞ
.
.の

無

に

於
5

^

人
間
の
'

心
的
過
_

，
ん
|{
-
}
]
.の
瀹
識̂

俯(

勿
»;

道
德
的
價
値
も
含
め
セ5

。

理
瓶
.

架
を

g

れ
る
こ
と
が
出
來
な
い
p

.

:

こ
が
等
ば
自
然
界
の
現
象
の
^,
く
に
は
觀
察
も
さ
れ
得
な 

い
し
又
测
宛
も
さ
れ
得
な
い
。
質
的
硏
究
•

1

結
論
も
必
要
と
な
る
0:
:

斯
く
レ
て
'

社
#

科
敷
に
於
い
：て
ば「

多
く
の
.

分
野
に
於
い
て
1: 

的
精
密
さ
が
可
敝
で
.な
い
；
。
.恐
ら
く
永
久
に
可
能
乜
な
い
で
'

あ
ら
ぅ
？
而
し
て
齋
に
^

々
が
そ
れ
1

得
を
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
ょ

り
 

不
精
辂
な
知
識
形
態
に
比
較
し
、
晋
々
に
と
つ
て
遙
か
に
大
な
る
有
用
性
の
も
の
と
は
恐
ら
く
な
ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ
o」

(

一
六
頁)

社
會
事 

象
に
自
然
科
學
の
方
法
^,

適
用
せ
ん
と
す
る
人
々
.

は
、.
.箭
的
精
密
さ
|:
;

貧
し
^.

け
れ
ば
科
學
で
な
い
と
し
、
'從
つ
て
自
然
科
學
の
方
法 

の
適
用
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
觀
察
し
得
な
.

く
と
も
そ
の
.

實
在
を
知
り
得
る
場
合
が
あ
る
0

'

自
然
敗
に
し
ろ
人
間
#

に
し
ろ
*
在 

に
就
い
て
信
賴
し
得
る
知
識
を
與
ベ
る
もQ

:
が
科
學
な
の
だ
か
ら
、
員
察
し
得
な
い
對
象
を
取
扱
つ
て
も
必
ず
し
も
科
學
で
な
い
と
一
其 

へ
な
い
。
觀
察
し
得
ぬ
實
往
で
も
苔
々
は
秤
學
的
推
理
に
_

い
.

て
知
る
じ
な
が
汛
來
る
;0

例
.

へ.ば
自
然
科
學
の
領
域
に
於
い
て
す
ら
生 

物
進
化
論
の
如
き
、
吾
々
の
經
驗
上
ど
れ
と
橄
突
す
る
事
實
はr

つ
も
な
C

、：
經
驗
b

の
..
.

1

切
の
_
實
が
こ
の
方
向
を
指
示
し
て
居
る 

か
ら
そ
の
眞
實
を
ぼ
へ
な
い
o
こ

れ

が

即

ち

科

學

的

推

理

：
で
あ
''る

Q
'
.斯
く
し
て 
'「

所
謂
自
然
科
學
の
多
く
に
於
い
て
す
ら
、
1

的
に
精 

密
な
方
法
は
極
め
て
從
屬
的
な
役
割
し
か
勤
め
な
い
こ
と
は
注
意
に
値
す
る
。」 (

1

六
頁〕

自
然
科
學
に
於
い
て
す
ら
'

:

觀
察
杳
驗
*测 

定
し
得
ぬ
對
象
も
収
扱
ひ
又
こ
れ
等
の
方
法
に
據
ら
ず
し
て
推
理
そ
の
他
の
铒
學
的
方
法
及
.び
想
像
力
の
使
用
に
據
つ
て
据
る
こ
と
も 

多
い
の
で
あ
る
。
•

ま
し
て
や
社
會
科
學
.に
於
い
て
は

、

自
然
科
學
：の
方
法
を
用
ひ
得
ぬ
^

合
#:

く
，、

X
ょ
し
ん
ば
⑴
ふ
る
に
し
て
も
却 

つ
て
不
適
當
で
.

あ
る
場
合
の
多
い
こ
と
.

を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

社
會
擧
硏
究
に
於
い
て
嚴
正
な
る
客
觀
主
義
を
採
る
主
張
は
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
.

始
ま
っ
た
が
、
こ
\
忙
問
題
と
し
て
席
る
自
然
科
學
方

法
の
適
用
に
於
い
て
は
、
そ
れ
が
極
端
に
達
し
て
居
る
。
社
會
學
に
於
げ
る
斯
か
る
極
端
な
る
客
観
主
義
換
言
す
れ
ば
.心
的
要
素
を
一 

切
排
除
せ
ん
と
す
る
態
度
は
、
結
局
、

一
切
の
社
會
過
程
を
純
粹
に
坐
理
學
的
な
過
程
か
ら
說
明
：せ
ね
ば
.な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
斯
か 

る
立
場
を
明
快
.に
且
つ
條
理
疋
し
く
述
べ
て
居
る
唯I

の
人
は
、

ロ
シ
ア
の
生
理
學
的
社
會
學
者G. 

P
„
N
e
l
i
o
n
y

で
あ
る
。
彼
は
社 

#.
學
を
自
然
科
學
と
し
、
社
會
學
の
對
象
を
自
然
現
象
'と
認
め
、意
識
の
.問
題
は
彼Q

社
#
學
の
對
、象
か
ら
取
除
か
れ
る
。
蓋
し
他
の
人 

の
精
神
は
、
現
象
と
も
考
へ
ら
れ
ず
事
實
と
も
.考
へ
ら
れ
.ぬ
.か
ら
で
あ
る
。
彼
：は
そ
の
師
パ
ヴ
ロ
フ
/の
說
い
た
條
件
反
射
の
理
論
及
び 

そ
の
他
の
生
理
的
現
象
，を
以
つ
て
、
從
來
の
社
會
學
硏
究
上
に
於
け
る
心
的
過
程
求
は
心
的
因
素
の
地
位
に
替
ら
し
め
る
。

1

切
の
人 

問
行
動
は
，
要
す
る
に
外
的
刺
戟
に
對
す
る
生
理
的
反
射
で
あ
る
と 
一

K

ふ
？
斯
く
1>
;
て
社
會
學
は
結
局
集
團
坐
‘理
學
と
な
り
、
道
德
に 

は
一

切
無
關
係
の
も

の

と

な
る
。
ま

こ
と

に

.
極
端
な
る
客
觀
主
義
に
^
く

社
會
學
は
斯
ぐ

の

如
ぎ
も
の
で
：あ
つ
て
、
そ
れ
は
次
に
.述
ぶ
.
 

る
が
如
き
：现
由
に
依
つ
：て
、
.社
會
學
方
法
と
し
て
不
適
切
で
'あ
る
o

:

.

上
述
の
.

如
き
極
端
な
る
容
觀
主
義
は
、
と
り
も
直
さ
ず
社
會
學
上
の
：行
動
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
意
識
•

现
.
想
•

信
仰
•

欲
望
.
•

M

値•

 

等
の
如
き
心
的
過
程
に
關
す
る
概
念
を
ず
べ
て
拒
否
し
'

觀
察
し
測
定
し
得
る
物
質
•

運
動
•

數
f £
と
し
て
社
會
擧
の
ー
ヾ
切
の
對
象
を

取 

扱
ふ
も
の
で
，あ
つ
て
、
こ
れ
は
社
會
科
學
に
自
然
科
學
的
方
法
を
用
ひ
ょ
ぅ
と
す
る
企
て
の
論
理
的
に
：當
然
な
歸
結
で
.

あ
る
。
然
し
斯 

く
の
如
き
行
動
半
：義
或
は
極
端
な
客
觀
主
義
と
し
て
上
述
し
た
.
と
こ
ろ
：の.
も
の
は
、
社
會
學
或
，は
社
會
科
學
ー
.
般
の
方
法
と
し
て
適
切 

で
な
い
。
の
み
な
ら
ず
一
一
般
に
科
學
硏
究
の
：方
法
と

'

し
：て
も
非
難
さ
る
ぺ
：き
諸

.
點
を
有
す
る
'
o
.先
づ
第
一
に
、
行
動
主
義
客
は
；他
の
方
法 

を
用
ひ
ず
行
励
、

H
-
:

義
に
據
る
こ
と
を
解
決
濟
.
み
の
問
題
と
し
て
：居
る
。

.
：：こ
の
#

科
靡
硏
究
方
法T

般
に
必
要
な
贤
驗
的
態
度
を
肌
寄
す 

る
。
：第
一
1

に
、
'.
-
;
'行
励
主
義
者
は
非
物
理
的
事
象
の
#

在
め
：眞
實
性
を
否
定
す
る
？

こ
れ
は
獨
斷
論
で

.

あ
る
$

行
動
主
義
：を
社
會
科
擧
の
； 

方
法
と
し
て
適
切
な
ら
し
め
る
が
爲
め
に
は
、、斯
私
る
鄉
斷
論
に
.
據
ら
ね
ば
纪
ら
ぬ
：所
ぬ
と
.
の
.
方
法̂

欠
陷
が
あ
るo:

第

n

 i

に
V〉

行
動 

戶
01
貞
1
1
1

琴
社
會
調.
鸾
&
び
土.
ル.
タ
ッ
ド
著「

社
#
舉
方
後
論—

批
调
的
初
究-1.

1

〇

七

：

a

四
ニ
五)



戸
1̂

貞
三
：著「

社
會
調
蜜」

及
び
ェ.
ル
ゥ
ッ
ド
著
フ
肋
會
學
.
方
法
論
丨
批|:
的
阶
究」

，，
 

1
0

八

C
l

四
1
U
0

主
親
者
は
自
分
達
以
外
it

は
：理
解
I，
雞
い
用
語
を
騮
使
中
る
々
細
.

：へ：ばr

言
語
し
：は「

喉

頭

の

或

は

「

交
通」

は 

「

感
覺
丨
神
經
丨
運
動
0

:

構
造
に
依
0

て
到
達
：さ

れ

る

感

覺

-

-

運
動
の
.

可
替
性
'
.
1と
宕
は
れ〔

る
、が
如
き
.

で
あ
る
。
第
四
.

に
.

は
、
：行
動
.

生
_

 

は
文
化
.

の
非
物
的
局
面
を
科
學
的
に
胧
扱
ふ
.

爲
め
权
滴
當
な
塞
礎
を
所
有
し
な
.

い
。>
勿
論
彼
等
は
文
化
の
非
物
的
局
面
(0

存
在
を
否
定 

す
る
が
、
そ
れ
は
確
.

か
に
#

在
す
る
。
.

傅
-

ば
そ
の
根
厲
が
僥
仰
に
^

る
宗
敎
の
如
龟
も
呤
を
科
雞
的
に
取
珙
ふ
こ
と
が
出
來
な
い
。 

こ
れ
等
の
謝
理
由
に
依
：つ
て
料
學
硏
究
方
法1

.

,

般
ど
.

し
.

て
不
適
當
、で
あ
る
斯
ぐ
の
如
ぎ
行
動
：®

は
"」

更
に
次
o'
如
き
諸
理
由
に
依
つ 

て
ん
間
社
會
.

の
硏
究
.

に
適
切
で
な
い
，
.

そ
の
.

主
.

耍
な
理
财
は
、：：第
ぜ
に
ネ
斯
か
る
行
動
主
義
が
社
#.

過
程
の
眞
の
性
質
を
.

示
.さ
ぬ
事

で 

ざ
る
？
蕋
し
社
#.

過
程
(-
±

結
局
に
於
い
て
、

f
や
そ
CO

他
0

交

通

液

態

也

依

：

.

つ
，て
梢̂

に
意
識
的
經
驗
を
i

す
る
結
艰
と
し
て
行 

は
れ
る
調
節
の
過
程
で
I

O

V

而
レ
て
意
識
的
經
驗
の
交
換
は 
>

:

行
動
由
義
が
取
极
は
ね
意
味
愈
情
A

嚟

觀

誓

^
が
交
換
さ
れ
る 

こ
と
で
あ
る
P

第
二H

、

斯
か
る
純
粹
が
行
動
主
義
は
成
人
の
行
動
の
性
質
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
何
-u

な
れ
ば
、
文
化 

はI
S

的
屯
觀
的
過
掛
.

か
ら
坐
ず
.

る
ヾ一

方
ぬ
於
い
で
、

' 

成
火
の
行
霸
は
集
團
の
免
化
办
結
艰
セ
あ
る
。
'然
る
に
行
動
主
義
は
文
化
の
斯 

か
ふ
非
_

的
方
!0
|

-

を
_

扱
ば
な
い
タ
第
3

に
ば
、
：_

會
猶
度
は
畢
兗
ず
.

る
と
と
ろ
價
値
及
1

6

傲
値
：^

の
過
程
に(

そ
の
哉
礎
を
置
い
て 

房
る
が
故
に
、
働
値
を
取
扱
は
ぬ
行
動
主
義
：に
依
令
^

は
，
制
膨
の
處
の
«

«

を
ま
.

す
こ
を
が
出
來
な
■.

い
o

::

斯
く
し
.
.で「

社
會
科
學
殊 

に
f

學

忙

於

益

虫
.

_

を
不
適
切
な
り
i

す
る
ず
べ
て
の
理
由
は
;'
\

恐
.

ら
く
次
の
.

.

1文
|€

纏
め
る
こ
と
が
出
來
や
ぅ
9

即
ち
、 

社
#

科
學S

自
然
の
科
擧
と
异
ふ
遙
か
に
多
く
義

.

の
科
學
'

で
お
る
と
：

S

ふ
こ
士
で
あ
る
。
し(

六
：四
頁)

，

こ
-

で
#

者
ゆ
衍
動
由
義
の「

倫
理
的
含
蓄」

に
就
い
て
.

1
.

言
す
る
。
.
即
ち行
動
主
義
者
ゆ
、
，非
行
励
生
義
盏
を
以
つ
て
社
會
的
傳
統 

に
感
傷
的
な
執
着
を
持
つ
も
の
.

で
あ
り
こ
の
意
味
で
^

^

4 :
^

#

で
あ
る
と
見
る
6

而
1>
.
.
.て
_

動
茧
義
赛
が
東
要
視
ず
る
坐
活
の
非 

物
的
方
面
*

精
神
的
偎
値
の
：如
き
は
■要
ず
る
に
幻
想
.

で
，あ

P、
さ
も
，な
け
れ
ば
規
-#

秩
序
を
：支
持
1>

ょ
ぅ
と
.す
る
念
に
出
づ
る
も
の
で
あ

る
と
1

5

。
彼
等
は
、
行
敗
逍
輯
を
以
つ
て
變
化
と
進
歩
と
に
.

味
方
ず
る
も

：
の
と

し

、

彼

等

以

羅

動

'が

そ
の

結
艰
を
以
つ
て
判
斷
さ
れ 

る
な
と
を
希
擎
.るO

行
動
主
義
の
愈
要
な
結
艰
は
ロ
シ

ア

と

ア

メ
も

力

と

に

：

現
れ
令
居
る
が

、

辣
に
口
.

シ
ア

に
於
け
る
行
動
主
義

■ 

は
、「

.

辨
證
法
的
唯
物
論」

と
い
4

|

ア
の
0:

家
公
認
(0

赞
學
と
1.

て
讓
め
ら
れ
て
居
る
锊
擧
ね
^
^
^
 ̂

非
行
動
生 

義

か

ら

崴

れ

ば

、

「

若

し

.H

シ

T

が

行
動
甘
義

：Q

成
艰
を
代
表
ず
る
と
す
れ
.

ば
、
然
ら
ば
#

動
.主
義
の
道
德
的
影
響
に
就
い
て
の
す
べ
て 

P

最
惡
の
懸
命
が
氍
現
ざ
れ
て
居
る
K

A

A

.

S

Qre
^

る
。
且
つ
又
行
動
主
義
ば

、

ロ
：シ
ア
に
於
い
て
も
ナ
ス
リ
ヵ
に
於
い
て
も
、
社 

會
科
學
の
修
^.

灰
法
に
關
し
て
頭
迷
な
獨
斷
論
^

陷
り
0

、
あ

る

。̂;
れ
等
が
即
ち
著
者
.

の
^.

一
以
上
の
如

く

自
然
科
學
の
方
法
.
の

み

を
社
# '

科
學
に
川
ふ
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
，る
‘

と
.ず
れ
ば

.、

然
ら
ば

社
會
科
缪
は
如
何
な
る
方 

法
を
用
ふ
ベ
.

：き
で
あ
.

る
.

か
。#

者
.

は
先
づ
推
现
•

綜
合
•

批
判
•

等
の
^

學
的
方
法
が
、社
貌
科
學
硏
究
の
：方
法
と
-0

て
も
極
め
て
重
要
な
. 

こ
i

$r
:

指
摘
す
る
ヶ
度

_々

ベ
た
や
ぅ
に
、
社
#

_

擧
.

の
：對

象

は

觀

察

し

得

ぬ

場

合

が

：多

S
.

の
だ
如
&

、
自
然
科
學
の
場
合
ょ
り
も

1

 

曆
こ
れ
等
の
方
法
に
傲
賴
ず
.

る
所
が
大
.

で
あ
.

る
。
然
し
自
然
科
學
に
於
：い
て
も
贽
裂
的
方
法
は
.

ゃ
は
り
必
要
で
、
そ
れ
は
前
に
擧
げ
た 

坐

物

進

化

論

の

場

合

.の

例

で

明

が

で

あ

り

、

從
つ
て
こ
；れ
ぱ
勝
に
'

社
#
称
學
の
み

の
主
要
.

：な
方
法
で
は
.

な
.

：い
0

,社
會
科
學
の
對
象
は
自 

然
科
學
と
も
哲
學
と
も
相
違
す
る
の
だ
か
ら
特
に
そ
れ
向
體
の
^

に
主
要
な
方
法
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
社
#
科
學
の 

主
要
な
方
法
.

ど
ぼ
如
何
な
る
も
'

の
か
。
著
者
に
從
へ
ば
そ
れ
ば
科
學
的
想
像
•

心
理
學
的
分
析
•

及
び
歷
史
的
解
釋
で
あ
る
0
想
像
は
勿 

論
：向
然
科
學
で
も
重
要
で
あ
る
0

例
べ
'

ば
原
子
及
び
分
子
の
擧
說
：の
.

如
き
7

今
：日
.

で
こ
：そ
毂
富
な
實
驗
的
證
明
に
依
づ
'て
そ
の
實
在
が 

推
_

3

れ
て
居
る
と
は
：ー
石
ぺ
、
.7
»

-

十
年
以
前
ま」

で
1

殆
ど
斯
か
る
實
驗
时
證
明
を
苷
せ
ず
純
粹
な
辙
像
的
の
概
念
で
あ
0

た
。
し
か
も
そ 

れ

が

科

學

：の
：進

步

.

に
絕
大
な
冬
貢
献
を
し
た
こ
も
任
周
知
の
.

如

く

货

あ

：る

々
^

1>

社
會
科
學
.

に
於
い
て
は
ぞ
0
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*

时
紙
歡
で
纪
^

れ
ば
な
ら
ぬ
0:

科
學
的
想
卷
お
ば「

：-*
,

切
の
觀
察
し
得
.

る
：事

實

或

呔

過

程

の

：上

'

に
築
か
れ
、
瓦
0

:

又
そ
れ
ら
の
事
1 :
或 

'
.
'は
過
程
を
奪
重
す
：る
と
こ
、ろ
の
想
像
を
意
味
ず
を
。」 (

セr

一.
|

兰
'

頁

)「

換
言
1-
;

れ
ば
、
：晋
々
が
社
會
科
擧
に
：於
い
|て
利
阳
す
る
想
像
は
批 

.

#

的
■

で
な
げ
れ
ば
な
ら
ず
、
叉
經
驗
上
^

諸
事
實
に
依
つ
で
絕
え
ず
照
合
さ
れ
ね
ば
な
が
ぢ
^
七
四
界
硏
究
し
ょ
ぅ
と
す
る
集
團
に 

參
加
し
'

て
：觀
察
を
行
：ふ「

參
與
觀
察
法
f

e

し
，て
も
、
年

齡

，
體

'

性
*

そ
の
他
何
等
か
；の
點
'

で
_
身
と
相
違
す
る
密
の
行
動
を
理
解
す
る
爲 

:

め
に
用
ひ
ら
れ
る「

同
情
的
內
智
法」

に
し
：て
も
-

こ
の
科
學
的
報
像
|:
:

任
は
ぅ
と
す
を
も
0

に
他
な
ら
な
い
0

次
に
他
の
ニ
つ
の
_

 

マ
な
社
#

科
學
方
法
が
心
现
學
的
分
祈
及
び
歷
史
的
解
釋
で
あ
■

る
こ
と
は
、社
會
科
學
の
對
象
(0
.

本
質
が
、相
關
々
係
に
あ
る
心
理
的
諸
過 

程
を
含
む
集
合
的
人
HS
1

行
励
，に
他
な
ら
な
い
，こ
，と
を
知
れ
ば
、
容
.

故
に
：理
解
さ
れ
：る
へ
一
切
の
社
會
過
程
は
人
間
の
精
祌
と
人
間
の
歷 

史
上
の
：經
驗
と
に
ぞ
の
根
源
を
有
す
る
.

の

で

あ

る

。
故

^

こ
れ
等
一
一
つ

'

の
研
究
方
法
は
祉
翁
科
學
に
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、 

'

自
然
科
學
に
於
け
る
實
驗
•

測
宛
の
方
法
に
.

大
體
代
.

る
も
.

の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
.

れ
：等
5

て
っ
自
然
科
學
.に
そ
の
類
似
物
を
兑
出
し
得 

.

ぬ」
〗
(

七
七
買)

社
會
科
學
獨
自
.

の
方
法
な
の
：
で

あ

る

0

.

心
现
學
は
人
間
抒
動
0

ー
切
0

問
題
從
つ
て
人
_

社
會
.

の

|

切
の
問
題
：に
對
し 

て
演
繹
的
硏
究
の：

管
段
を
與
へ
る
。
勿
論
：心
理
.

學
に
も
內
省
的
*

精
神
分
析
的
•

行
動
主
義
的
。
等
種
々
あ
り
得
左
が

、
矶

«

れ

學
;#
は

向 

己
の
硏
究
に
適
し
た
も
の
を
選
擇
す
れ
ば
ょ
い
の
で
あ

る

。

然
し
乍
ら
心
现
學
は
人
間
社
會
の
可
能
性
を
示
す
だ
け
で
、
そ
の
■可
能
性 

が
現
實
に
如
何
贮
開
機
す
る
か
を
示
す
も
の
が
歷
史
的
硏
究
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
P

.

實
際
-文
化
は
藤
史
の
所
產
.

で
あ
り
、
社
#
制
度
及 

J

び
行
動
は
そ
の
多
く
が
文
化
の
所
產
な
の
で
あ
：る
か
ら
、
，そ， .

の
歸
納
的
：な
硏
究
と
：心
理
學
か
ら
の
'演
釋
的
硏
究
と
は
相
互
に
補
足
し
あ 

は
ね
ば
な
ら
な
い

a統
訐
.

社
#

踏
森
•

部
例
硏
究
•

等
は
"

•

要
す
.

る
に
こ
れ
绰
社
會
.科
擧
方
法
の
內
部
に
發
達
し
た
特
殊
的
な
硏
究
方 

法
で
あ
る
。
吾
々
は
歷
史
と
科
學
的
想
像
と
の
力
に
依
つ

て
、.
統
$

社
會
牌
^
.
泰
例
硏
究
0 '

結
果
に
解
釋
を
加
へ
、
心
理
學
的
分
析
. 

歷
史
的
解
釋
•

科
學
的
想
像
か
ら
得
る
吾
々
.

の
知
識
'

を
よ
り
正
し
く
よ
り
锼
富
に
す
る
.

こ
.

ど

が

出

取

：み
。

..

.

:

斯
く
し
て
‘

自
然
科
擧
及
び
社
會
科
學
ば
夫
ふ
そ
.

の
，對
象
-

に
適
應
す
る
方
法
5:

所
有
：せ
ね
ば
な
ら
奴
が
''
;

い
>つ̂

に
.

し
て
.も

社

會

科

學 

の
硏
究
に
於
い
て
，は
、
真
理
，の
發
見
に
役
立
つ
：1:.

切
の
方
法
を
綜
合
す
る
こ
と
に

方
法
に
到
達
す
.

る
と
ど
が
.

出
來
る
。
即
ち
以
上
ヒ
述
ベ
た
.

社
會
科
擧
的
方
法
_

ir

然
科
學
的
方
法
•赞
學
的
方
法
を
ず
べ
て
綜
合
せ
ね
ば 

^

ら
な
い
0

で
あ
る
0

然
し
乍
ら
、'
社
會
科
學
.

£

し

ろ

自

然

科

學

；に

し
6 '
'、：夫
ギ
の
由
要
な
硏
究
方
法
を
使
用
し
盡
く
す
に
益 

々
推
？

線
合
•

魏

の

的

：方
法
.

に
依
賴
す
る
や
ぅ
.

に
思
は
れ
'

る
。:.
-

自
然
科
擧
も
社
會
科
學
も
、
',I

切
の
科
學
は
、「

テ
ス
ト
さ
れ
た 

■

知
#

に
恶
か
ぬ
.

荷
學
と
'

じ
ー
て
始
ま
0

た
が
、.
ぞ
ス
ト
さ
れ
：た
知
識
.
.に
恶
ぐ
赞
擧
と
へ
し〈

て
終
る
.

で
あ
ら
ぅ
0」

物
的
の
事
實
や
數
量
や
を
取 

扱
ガ
段
階
に
於
け
ふ
科
學
は
、
單
に
鍊
渡
的
の
も
の
ば
過
ぎ
.

料
と
敗
ば
れ
る
.'°

穴

言

直
^

■
.

-

一」

以
上
^;

述
べ(

た
.

所
於
.

笫

五

宽

ま

で

の
#'
子
で
#
.
.
る0-.
衆
に
箸
者
は
第
六
及
び
第
七
の
ニ
窜
に
於
い
て
、
社
會
學
に
於
け
る
觀
察
•
踏 

祐
法
‘

灰
び
社
會
柳
敷
に
於
げ
る
統
計
歡
ゆ
使
用
だ
就
^

ゼ
論
^

る
ゃ
著
若
は
兮
前
述
^

ー
で
來̂

^

然
科
學
と
社
會
科
學
と
の
鉍
象
‘の 

机
違
'

に
恶
い
て
、
‘

こ
れ
等
の
方
法
を
余
り
,

琪
ぐ
用
ふ〕

る
じ
と
.

ば
誤
り
で
あ
を
と
耷
.

ふ
0

'

斯
く
^

て
こ
c >
;
觀

點

ょ

り

こ

れ

等

の

方

法

の 

限
界
を
！

i

ず
る
ど
共
に
、と
れ
等
が
肋
會
學
に
對
し
て
有
す
る
貢
献
の
.

可
能
性
を
考
究
す
る
。
殊
に
箸
翁
の
强
調
す
る
の
は
、
踏
夜
及
び 

事

例

硏

究

：の大
な
る
可
能
性
，の
.や
ぅ
で
あ
る
。

こ
れ等
比
歷
史
的
硏
究
の
一
'部
を
な
す
ち
の
で
あ
名
.

が
、一
同
時
に
又
こ
れ等
自
體
.の
一
. 

部
が
歷
史
的
硏
究
か
ら
成
る
爆
合
に
、人
間
社
#
の
織
納
的
硏
究
に
貢
献
す
る
そ
の
有
用
性
を
：ー
破
增
大
せ 

而
し
て
踏
拖
に
就
い
ず
は
、
そ
(7
)

範
園
を
ょ
り
擴
大
す
ふ
こ
‘

ダ
動
態
紀
關
す
る
調
赍
を
も
.

證
要
視
す
る
こ
と
*

文
化
(0

非
物
的
耍
素
例 

べ
ば
；傅
統
と
4

檩
準
と
が
僧
侦
と
如
意
見
と
が
の
如
き
を
調
齊
に
必
.

ず

含

め

：る
こ
：と

.

等
：を
注
意
し
>
且
つ
こ
れ
等
の
實
行
が
不
可
能 

セ
.

な
い
.

所
以
を
說
明
ず
る
d

:

統
社
的
方
法
に
就
.

い
て
は
>

銃
訐
法
が
取
扱
ふ
物
理
學
的
及
び
坐
物
學
と
社
^

實
と
の
普 

M

的
相
關
オ
係
忙
疑
問
を
持
ち
、
免
化
的
方
_

,

0

_

會
事
實
に
睛
す
ぶ
場
合
に
'

は
斯
か
る
相
關
キ
係
は
相
對
的
で
あ
.

^

と
す
る
0
然
し

、戸
田
貞
_

三
著「

肋
#

調
.

蜜
し
及
び
エ
ル
ゥ
タ
ド
著「

社
#

學
方
法
論
l

i

判
的
硏
究」
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そ
れ
怒
如
ら
&

碎
つ
：：て
、
眾
#

は
社
#

的
行
動
^

指
導
砍
對
1>
^

統

計

的

测

定

の

持

：つ
，實

：
1
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斯

か

る

侧51
!

が

ぞ
0
行

は

れ

る#

脈̂

時

如

に#

1>
て

相

對

的”で̂

る
淤
故
に
；と
^

;'
!

%

れ
ゆ
大
&

を̂

る
9

而
b:
;

p

最
■

ゆ
、統̂

は
锻
學
的
及
：饫
歷
貶
的
者
察
ね
蛰
い
_

ゼ
解
釋
さ
_

る
.

必
.

要
0.

ぁ
鈇
こ
‘

瓦)

に
補
取
し
佘
ふ̂

脅
影
質
の
孓
麵
で
ぁ
る
^

と
が
指
摘
さ̂

る̂

’

斯
く
し
^

.

著
者
のi

場
合
と
そ
の
論
敵
.

の
’ 

場
合
と
电
断
會
調
丧
(0
:

ま
要
性
>̂
;

:

相

違

す

：る

し

へ

社

會

,

：の
：
_

.

も
1

:方

は

文

仳
0.

非
物
的
方
_

$:
^

含
め
吝
^
^

こ
れ
を
杏
定
す
苓
と
.

い
'4

相
瀣
が
生
ず
る
i

と
を
#

ヤ
ホ
_

る
め
电
ぁ̂

O

VM:

し
^

こ

馨

者

ゆ
^
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'
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敎
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似
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嵐
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'
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ゼ
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殊
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き
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现
學
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鞲
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;

治
*

家
會
鄯
業
*

敎
宵
等
の
基
礎
と
し
て
.Q

：

社
會
學
を
論
.

じ
、：
社
會
過
程
の
敎
育
的 

性
?

敎
宵
&

社
#:

澉
化
^'

の
授
割
，
に
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し
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社
會
學
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考
究
'

を
符
タ
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居
.

る
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極
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^
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が
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の
太
體
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輪
廓
を
«

い
：た
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_

頭
に
述
<<

た
通
り
、
'

本
書
の
主
要
部
分
は
所
謂「

自
然 

科
繁
し
て
の
|1
:

#

學」

に
«

す
る
論
1|

で
ぁ「

る
。
：日
く
1

^

び
社
«

學

は

死

せ

る

科

學

と

な

ら

ん

と

し

晋

が

知

識

踏

級

の

.優

雅

な

る

娛 

樂
に
墮
落
せ
ん
i

す
る
危
險

H
:

湖
し
て
居
る
，
&

れ
は
主
;̂
.

し
で
、：

所
謂
_

然
科
學
.

の
へ
精
神
：と

方

法

と

の

社

會

科

學

の

分

野

へ

の

侵

入 

に

逖

ぐ」

-
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1

.

炱

)

と
。'
然
し
乍
ら
艰
し
七
籐
ゆ
然
る
や
否
や
^

本

書

の

說

く

所

は

讀

盏

を

し

：
で
：そ

0.
.
:點
に
つ
き
確
信
を
與
へ
な
い
や
：
 

ぅ
に
思
は
れ
る
Q

务
の
：现
.

由
0

,
1

つ
は
、
.

著
者
が
^

の
論
敵
の
虫
f

:

個

別

的

：に

取

紙

は

中

、

3

:

般

的

片

の.み

論

：じ
て
.

居

る̂
.

と

で

ぁ

、
 

る
9

例

：へ
：ば

著

者

ゆ

こ

の

倾

向

の

由

要

な

る

代

辯

者

の

一

人
と
じ

て

0

. 

>

,

:
 
I

f

 C

の
.

勞
炸
を
四
.

六
頁
及
：び
六
：九
頁
の
脚
話
に 

示
^

、：.
1
ニ
'

1.寫

に

：は

そ

れ

：：か

ら

(0
5|

用

も

：行
-0
て
房
る̂

れ

：ど
：も

、
引

用

さ

れ

：て

居

る

部

分

を

比

較

的

に

-

般
的
な
主
張
の
部
分
で
、

そ
の
他
に
こ
の
論
敵
の
中
：脹
の
細
い
諸
點
に
言
及
し
て
居
る
個
所
は
一
つ
も
な
い
。
あ
な
が
ち
細
い
論
點
を
一
々
反
駁
す
る
必
要
が
あ 

る
と
は
限
ら
な
い
け
れ
ど
も
、然
し
こ
の
場
合
は
著
者
が
自
然
科
學
の
對
象
と
社
會
科
學
の
そ
れ
と
性
質
相
違
す
る
と
し
て
、
そ
の
理
由 

を
擧
げ
て
居
り
乍
ら
，
そ
の
論
敵
が
著
者
と
反
對
の
意
a

に
對
し
て
.

種
々
理
由
を
擧
げ
て
居
る
の
と
無
關
係
に
_
論
を
進
め
て
居
る
の 

で
あ
る
。
然
し
乍
ら
い
づ
れ
に
し
て
も
こ
の
書
は
、
現
#
す
る
米
國
社
會
學
者
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